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大気中に放出される揮発性有機化合物の中でも，植物起源のテルペンの放出量は圧倒的に多い。 

C=C 二重結合を持つテルペンとオゾンが反応すると，クリーギー中間体と呼ばれる化合物が生

成する。1) クリーギー中間体は水と反応し，-hydroxyalkyl-hydroperoxides (-HHs)と呼ばれ

る過酸化物を生成する。大気中には十分な量の水蒸気が存在しているため，テルペンのオゾン

酸化の多くのケースで-HHs が生成していると考えられる。-HHs は親水基(-OH, -OOH)を持

ち，蒸気圧も低いため，その多くが気相からエアロゾル相に取りこまれていると考えられる。

しかし，-HHs のエアロゾル中での働きとその寿命に関しては，ほとんどわかっていない。 

我々のグループは，質量分析法を用いた-HHs の直接検出によって，テルペンのオゾン酸化

によって生成する-HHs の水溶液中での寿命と分解生成物を初めて決定した。2) 液中で-HHs

は水分子と反応して，アルデヒドと過酸化水素(H2O2)に分解されることが明らかになった。ア

ルデヒドは水和によって，安定なジェミナルジオール(gem-diol)になることが直接検出によって

確認された(図 1)。-HHs の寿命は分子構造と周りの水分子の量に大きく依存することが明ら

かになった。本結果から，実際のフィールド観測で-HHs を検出するには，水に触れさせない，

できるだけ瞬時に検出を試みるなどの工夫が必要であることが示唆される。本講演では，テル

ペンの中でも特に重要な-カリオフィレンと-ピネン由来の-HHs のエアロゾル中での分解メ

カニズムとその役割について議論する。 
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図１ -カリオフィレン由来の-HHs の水溶液中での寿命と分解生成物 


